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１．１．バックアップバックアップ//リストアリストア機能機能の特長の特長

〈対象データ〉プログラム、パラメータ、デバイスコメント、デバイス初期値データ、ファイルレジスタ
〈対象機種〉MELSEC-Qシリーズ（Q12PRH/Q25PRHCPUは除く）、モーションコントローラQシリーズ

（SV13/SV22のみ）、CNC C70
〈使用可能な接続形態〉バス接続、CPU直接接続、計算機リンク接続、Ethernet接続(自局のみ）
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CPU直接接続の場合150kbyteA/QnA/Q CPU,QJ71C24通信ドライバ

820kbyteバックアップ/リストア機能拡張機能OS

ユーティリティでのトリガバックアッ
プのデバイス名表示

備 考

800kbyte

容 量
(kbyte)

デバイス名変換ライブラリ

項 目O S

（３）（３）GTGT Designer2Designer2のバージョンのバージョン
①ユーティリティからのバックアップ①ユーティリティからのバックアップ//リストア：リストア： 2.55H2.55H以降以降
②トリガバックアップ：②トリガバックアップ： 2.2.72A72A以降以降

（２）（２）インストールが必要なインストールが必要なOSOS

（１）（１）本サンプルを動作させる上で本サンプルを動作させる上でGOTGOT側で必要な機材側で必要な機材
・・GT15 VGAGT15 VGAタイプタイプ
・・CFCFカード（カード（GT05GT05--MEMMEM--xxMCxxMCもしくは弊社動作確認済の市販品をご使用ください。）もしくは弊社動作確認済の市販品をご使用ください。）
・通信ケーブル：・通信ケーブル：GT01GT01--C30R2C30R2--6P(CPU6P(CPU直接接続用直接接続用))

●本サンプルでは、CPU直接接続で確認しておりますが、必要に応じて他の接続
形態にご変更ください。
各接続形態の詳細は、｢GOT1000シリーズ 接続マニュアル｣をご参照ください。

●GOTへのデータ転送方法については、GT Designer2 Version2 基本操作・デー
タ転送マニュアルの｢8章 データを転送する｣をご参照ください。

●本説明書では、シーケンサにパスワードが設定されている場合や、細かい注
意事項は記載しておりません。
詳しい説明については、｢GOT1000シリーズ拡張機能・オプション機能マニュア
ル｣の11章バックアップ/リストアをご参照ください。

●本サンプルでは、●本サンプルでは、CPUCPU直接接続で確認しておりますが、必要に応じて他の接続直接接続で確認しておりますが、必要に応じて他の接続
形態にご変更ください。形態にご変更ください。
各接続形態の詳細は、各接続形態の詳細は、｢｢GOT1000GOT1000シリーズシリーズ 接続マニュアル接続マニュアル｣｣をご参照ください。をご参照ください。

●●GOTGOTへのデータ転送方法については、へのデータ転送方法については、GT Designer2GT Designer2 VVersion2ersion2 基本操作・デー基本操作・デー
タ転送マニュアルのタ転送マニュアルの｢｢88章章 データを転送するデータを転送する｣｣をご参照ください。をご参照ください。

●本説明書では、シーケンサにパスワードが設定されている場合や●本説明書では、シーケンサにパスワードが設定されている場合や、、細かい細かい注注
意事項は意事項は記載しておりません。記載しておりません。
詳しい説明については、詳しい説明については、｢｢GOT1000GOT1000シリーズ拡張機能・オプション機能マニュアシリーズ拡張機能・オプション機能マニュア
ルル｣｣のの1111章バックアップ章バックアップ//リストアをご参照ください。リストアをご参照ください。

QCPU(Qシリーズ)※GT15 VGAタイプ

CF
カード

CF
カード

通信ケーブル
(RS232)

＜システム構成＞

※ラダープログラムは、
ご用意してください。

（４）注意事項（４）注意事項
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（１）ユーティリティからのバックアップ（１）ユーティリティからのバックアップ//リストア操作リストア操作
ユーティリティのバックアップユーティリティのバックアップ//リストア画面は、ユーザ画面又は、ユーティリティよリストア画面は、ユーザ画面又は、ユーティリティよ
り開くことができます。り開くことができます。

タッチする事により、リストア機能画面に遷移
します。（リストア処理は、次頁の操作により
行われます。）

タッチする事により、リストア機能画面に遷移タッチする事により、リストア機能画面に遷移
します。（リストア処理は、次頁の操作によりします。（リストア処理は、次頁の操作により
行われます。）行われます。）

GOT 本体にインストールされている下記のOS、
データをCFカードへコピーします。
• OS (BootOS、基本機能OS、通信ドライバ、
拡張機能OS、オプション機能ＯＳ)
• 特殊データ
• プロジェクトデータ

GOT GOT 本体にインストールされている下記の本体にインストールされている下記のOSOS、、
データをデータをCFCFカードへコピーカードへコピーします。します。
•• OS (OS (BootOSBootOS、、基本機能基本機能OSOS、、通信ドライバ通信ドライバ、、
拡張機能拡張機能OSOS、、オプション機能ＯＳオプション機能ＯＳ))
•• 特殊データ特殊データ
•• プロジェクトデータプロジェクトデータ

GOT のCFカードにバックアップされているデータの中で、
最も古いデータを削除します。

GOT GOT ののCFCFカードにバックアップされているデータの中で、カードにバックアップされているデータの中で、

最も古いデータを削除します。最も古いデータを削除します。

タッチする事により、シーケンサプログラムの
バックアップ処理を開始します。
(メッセージに従い、操作してください。)

タッチする事により、シーケンサプログラムのタッチする事により、シーケンサプログラムの
バックアップ処理を開始します。バックアップ処理を開始します。
((メッセージに従い、操作してください。メッセージに従い、操作してください。))

タッチする事により、バックアップ対象のチャン
ネルNo.を切り換えることができます。

タッチする事により、バックアップ対象のチャンタッチする事により、バックアップ対象のチャン
ネルネルNo.No.を切り換えることができます。を切り換えることができます。

バックアップ対象のチャンネルバックアップ対象のチャンネルNoNo

本サンプル画面の｢バックアップ／リストア｣ス
イッチをタッチする事により、ユーティリティの
バックアップ/リストアメニュー画面に遷移します。

また、ユーティリティより直接開くには、ユーティ
リティのメインメニューより、｢保全機能・自己診
断｣－｢保全機能｣－｢ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ/ﾘｽﾄｱ｣の順にタッ
チする事で開くことができます。

本サンプル画面の本サンプル画面の｢｢バックアップ／リストアバックアップ／リストア｣｣スス
イッチをタッチする事により、ユーティリティのイッチをタッチする事により、ユーティリティの
バックアップバックアップ//リストアメニュー画面に遷移します。リストアメニュー画面に遷移します。

また、ユーティリティより直接開くには、ユーティまた、ユーティリティより直接開くには、ユーティ
リティのメインメニューより、リティのメインメニューより、｢｢保全機能・自己診保全機能・自己診
断断｣｣－－｢｢保全機能保全機能｣｣－－｢｢ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ//ﾘｽﾄｱﾘｽﾄｱ｣｣の順にタッの順にタッ

チする事で開くことができます。チする事で開くことができます。

次頁次頁へへ
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下記手順下記手順に沿ってに沿って実施することにより、実施することにより、CPUCPUへのリストアを実行できます。へのリストアを実行できます。

①タッチする事により、リストア対象
のデータを選択します。

①タッチする事により、リストア対象①タッチする事により、リストア対象
のデータを選択します。のデータを選択します。

④タッチする事により、リストアを実行
します。
(メッセージに従い､操作してください）

④タッチする事により、リストアを実行④タッチする事により、リストアを実行
します。します。
((メッセージに従いメッセージに従い､､操作してください）操作してください）

②タッチする事により、リストア対象となる機器（CPU）の選択数を切り換えます。
・複数選択：リストア対象の機種（CPU）を複数選択する場合、「複数選択」を選択します。
・単一選択：リストア対象の機種（CPU）を一つのみ選択する場合，「単一選択」を選択します。

②タッチする事により、リストア対象となる機器（②タッチする事により、リストア対象となる機器（CPUCPU）の選択数を切り換えます。）の選択数を切り換えます。
・複数選択：リストア対象の機種（・複数選択：リストア対象の機種（CPUCPU）を複数選択する場合、「複数選択」を選択します。）を複数選択する場合、「複数選択」を選択します。
・単一選択：リストア対象の機種（・単一選択：リストア対象の機種（CPUCPU）を一つのみ選択する場合，「単一選択」を選択します。）を一つのみ選択する場合，「単一選択」を選択します。

③単一選択時、タッチする事によ
り、リストア対象の機種（CPU）を
選択します。また、複数選択時は、
選択できません。
記号の内容は、下記の通りです。

●：リストア実施対象
○：リストア実施しない
×：CPUアクセス不可

③単一選択時、タッチする事によ③単一選択時、タッチする事によ
り、リストア対象の機種（り、リストア対象の機種（CPUCPU）を）を

選択します。また、複数選択時は、選択します。また、複数選択時は、
選択できません。選択できません。
記号の内容は、下記の通りです。記号の内容は、下記の通りです。

●：リストア実施対象●：リストア実施対象
○：リストア実施しない○：リストア実施しない
××：：CPUCPUアクセス不可アクセス不可
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（２）トリガデバイスによるバックアップ操作（２）トリガデバイスによるバックアップ操作
トリガデバイスを設定することにより、自動的にバックアップを行います。トリガデバイスを設定することにより、自動的にバックアップを行います。
本サンプルの例では、本サンプルの例では、M0M0ををONONし、トリガし、トリガID1ID1のバックアップを実行します。のバックアップを実行します。

本サンプルでは、本スイッチ(トリガデバイス：M0)を
タッチするとトリガID1のバックアップ処理を実行します。

本サンプルでは、本スイッチ本サンプルでは、本スイッチ((トリガデバイス：トリガデバイス：M0)M0)をを
タッチするとトリガタッチするとトリガID1ID1のバックアップ処理を実行します。のバックアップ処理を実行します。

【注意事項】
・バックアップ処理は、前回バックアップした後から

プログラムの変更があった場合のみ処理が行われます。
・バックアップ/リストア機能での｢トリガID｣とはCh Noを示します。

(トリガD1=Channel No.１）
・シーケンサにパスワードが設定されている場合については、｢GOT1000シリーズ拡
張機能・オプション機能マニュアル｣の11章バックアップ/リストアをご参照ください。

【注意事項】
・バックアップ処理は、前回バックアップした後から

プログラムの変更があった場合のみ処理が行われます。
・バックアップ/リストア機能での｢トリガID｣とはCh Noを示します。

(トリガD1=Channel No.１）
・シーケンサにパスワードが設定されている場合については、｢GOT1000シリーズ拡
張機能・オプション機能マニュアル｣の11章バックアップ/リストアをご参照ください。

本サンプルでは、エラー時、
分かりやすく赤点滅で表示します。

本サンプルでは、エラー時、本サンプルでは、エラー時、
分かりやすく分かりやすく赤点滅赤点滅で表示します。で表示します。
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（３）時計トリガによるバックアップ操作（３）時計トリガによるバックアップ操作
時刻指定のトリガバックアップを設定することにより時刻指定のトリガバックアップを設定することにより、指定時刻になると自動的に、指定時刻になると自動的に
バックアップを行います。バックアップを行います。
本サンプルでは、時刻によるトリガバックアップの設定を行っていないため、本サンプルでは、時刻によるトリガバックアップの設定を行っていないため、
４４項項 ｢｢バックアップ／リストア機能の設定方法｣を参照し、設定してください。バックアップ／リストア機能の設定方法｣を参照し、設定してください。
（下記のユーティリティでの設定例は、水曜日の（下記のユーティリティでの設定例は、水曜日の｢｢8:008:00｣｣になると、トリガになると、トリガIDID11のバックのバック
アップを実行します。）アップを実行します。）

【注意事項】
・バックアップ処理は、前回バックアップした後から

プログラムの変更があった場合のみ処理が行われます。
・シーケンサにパスワードが設定されている場合については、｢GOT1000シ
リーズ拡張機能・オプション機能マニュアル｣の11章バックアップ/リストアを
ご参照ください。

【注意事項】
・バックアップ処理は、前回バックアップした後から

プログラムの変更があった場合のみ処理が行われます。
・シーケンサにパスワードが設定されている場合については、｢GOT1000シ
リーズ拡張機能・オプション機能マニュアル｣の11章バックアップ/リストアを
ご参照ください。

本サンプルでは、水曜日の本サンプルでは、水曜日の｢｢8:008:00｣｣になるとになると
トリガトリガIDID11のバックアップ処理を実行します。のバックアップ処理を実行します。

ユーティリティの設定例
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バックアップバックアップ//リストアの設定は、リストアの設定は、GT Designer2GT Designer2、、GOTGOTユーティリティから設定可能です。ユーティリティから設定可能です。
但し、トリガデバイス、処理中通知デバイス、バックアップエラー通知等のデバイス値但し、トリガデバイス、処理中通知デバイス、バックアップエラー通知等のデバイス値
は、ユーティリティは、ユーティリティからから設定できません。設定できません。

GT Designer2GT Designer2 GOTGOTユーティリティユーティリティ
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（１）（１）GT GT Designer2Designer2からからの設定の設定
GT Designer2GT Designer2より、バックアップより、バックアップ//リストア設定を行う場合は、リストア設定を行う場合は、以下の設定以下の設定をを
行ってください。行ってください。

①ワークスペースの｢システム環境｣を
選択します。
メニューバーの｢共通設定｣からも開く
事ができます。

①ワークスペースの①ワークスペースの｢｢システム環境システム環境｣｣をを
選択します。選択します。
メニューバーのメニューバーの｢｢共通設定共通設定｣｣からも開くからも開く
事ができます。事ができます。

②｢GOTセットアップ｣を選択します。②②｢｢GOTGOTセットアップセットアップ｣｣を選択します。を選択します。

④バックアップ/リストア設定より、
各設定を行います。（次頁をご参照ください。）

④バックアップ④バックアップ//リストア設定より、リストア設定より、
各設定を行います。（次頁をご参照ください。）各設定を行います。（次頁をご参照ください。）

次頁
へ

③｢セットアップを有効にする｣を
チェックします。

③③｢｢セットアップを有効にするセットアップを有効にする｣｣をを
チェックします。チェックします。
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④
バックアップデータの最大保存件数を設定する場合にチェックします。

設定範囲：1 ～ 50 件（チェックした場合のデフォルト：10）

④④
バックアップデータの最大保存件数を設定する場合にチェックします。バックアップデータの最大保存件数を設定する場合にチェックします。

設定範囲：設定範囲：1 1 ～～ 50 50 件件（チェックした場合のデフォルト：（チェックした場合のデフォルト：1010））

バックアップバックアップ//リストア設定の内容は、次の通りとなります。リストア設定の内容は、次の通りとなります。

①

②

③

④

②
シーケンサデータ(プログラムデータ、パラメータ等)のバックアップデータ
の保存先を設定します。

A：標準ＣＦカード（デフォルト）
Ｂ：拡張メモリカード

②②
シーケンサデータシーケンサデータ((プログラムデータ、パラメータ等プログラムデータ、パラメータ等))のバックアップデータのバックアップデータ
の保存先を設定します。の保存先を設定します。

AA：標準ＣＦカード（デフォルト）：標準ＣＦカード（デフォルト）
Ｂ：拡張メモリカードＢ：拡張メモリカード

①
シーケンサデータ(プログラムデータ、パラメータ等)のバックアップ設定
の保存先を設定します。

A：標準ＣＦカード（デフォルト）
Ｂ：拡張メモリカード

①①
シーケンサデータシーケンサデータ((プログラムデータ、パラメータ等プログラムデータ、パラメータ等))のバックアップ設定のバックアップ設定
の保存先を設定します。の保存先を設定します。

AA：標準ＣＦカード（デフォルト）：標準ＣＦカード（デフォルト）
Ｂ：拡張メモリカードＢ：拡張メモリカード

③
条件によって自動的にデータをバックアップする場合、設定します。
（次頁をご参照ください。）

③③
条件によって自動的にデータをバックアップする場合条件によって自動的にデータをバックアップする場合、、設定します。設定します。
（次頁をご参照ください。）（次頁をご参照ください。）

次頁へ次頁へ
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バックアップトリガ設定内容は、次の通りとなります。バックアップトリガ設定内容は、次の通りとなります。

チェックすると､バックアップ中にエラーが発生した時に､指定したデバイス（例：
GD200)にトリガIDを格納します。(エラーが発生したチャンネルが分かります）

①

②

③

④

①トリガIDを新規追加※します。
トリガIDは、GOTに接続されているCH Noとなります。
CH No.1～4まで設定可能です。

①トリガ①トリガIDIDを新規追加を新規追加※※します。します。
トリガトリガIDIDは、は、GOTGOTに接続されているに接続されているCH NoCH Noとなります。となります。
CH No.1CH No.1～～44までまで設定可能設定可能です。です。

②バックアップトリガの設定内容を編集※します。②②バックアップトリガの設定内容を編集バックアップトリガの設定内容を編集※※しますします。。

③選択している行のバックアップトリガ設定を削除します。③選択している行のバックアップトリガ設定を削除します。③選択している行のバックアップトリガ設定を削除します。

④表示されている全てのバックアップトリガ設定を削除します。④表示されている全てのバックアップトリガ設定を削除します。④表示されている全てのバックアップトリガ設定を削除します。

次頁へ次頁へ

トリガ種別（立上り、時刻）を選択
します。

トリガ種別（立上り、時刻）を選択
します。

※①、②の選択時、下記のトリガ設定で立上りや時刻の設定を行います。

トリガ種別を｢時刻｣選
択時に設定します。

トリガ種別を｢時刻｣選
択時に設定します。
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トリガデバイス：
トリガデバイスがON すると、
バックアップを開始します。

トリガデバイス：トリガデバイス：
トリガデバイスがトリガデバイスがON ON すると、すると、

バックアップを開始します。バックアップを開始します。

デバイス一覧の内容は、次の通りとなります。デバイス一覧の内容は、次の通りとなります。

処理中通知デバイス：
バックアップ中の間、ONします。

処理中通知デバイス：処理中通知デバイス：
バックアップ中の間、バックアップ中の間、ONONします。します。

●トリガデバイスによりバックアップが正常に行われる場合の処理●トリガデバイスによりバックアップが正常に行われる場合の処理
トリガデバイスがON すると，バックアップを開始します。
バックアップを開始すると，処理中通知デバイスをON します。
バックアップが完了すると，処理中通知デバイスをOFF します。
また、トリガデバイスは自動でOFFしません。お客様側のプログラム、操
作にてＯＦＦしてください。
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●●処理中設定番号通知処理中設定番号通知についてについて（（GS657:GS657:1616ビットビット））
トリガバックアップ処理中設定番号通知（GS657:16ビット）は、トリガ
バックアップ処理中のトリガID(CH No)を通知する信号になります。
トリガバックアップ処理中の場合、実行しているトリガID (CH No)を
GS657に格納します。
また、トリガバックアップ処理を行っていない場合、｢0｣ を格納します。
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GOTのユーティリティを起動します。GOTGOTのユーティリティを起動します。のユーティリティを起動します。GOTのユーティリティを起動します。GOTGOTのユーティリティを起動します。のユーティリティを起動します。

バックアップ/リストア設定を選択します。バックアップバックアップ//リストア設定を選択します。リストア設定を選択します。

（（２２）ユーティリティ）ユーティリティからのからの設定方法設定方法
ユーティリティでのトリガバックアップ設定は以降の手順により行ってください。ユーティリティでのトリガバックアップ設定は以降の手順により行ってください。

GOTセットアップを選択します。GOTGOTセットアップを選択します。セットアップを選択します。
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｢設定｣を選択します。｢｢設定設定｣｣を選択します。を選択します。

ファイルレジスタの変更チェックの設定項目は、
タッチする事により、ファイルレジスタの設定内
容が変わります。
①実施： バックアップ実施時に，前回バックアップ時から

ファイルレジスタの内容に変更があるかチェックし，変更
がある場合にバックアップを実施します。
②非実施： バックアップ実施時に，前回バックアップ時か

らファイルレジスタの内容が変更されていてもバックアップ
は行いません。

ファイルレジスタの変更チェックの設定ファイルレジスタの変更チェックの設定項目は、項目は、
タッチする事により、ファイルレジスタタッチする事により、ファイルレジスタの設定内の設定内
容が変わります容が変わります。。
①①実施：実施： バックアップ実施時に，前回バックアップ時からバックアップ実施時に，前回バックアップ時から

ファイルレジスタの内容に変更があるかチェックし，変更ファイルレジスタの内容に変更があるかチェックし，変更
がある場合にバックアップを実施します。がある場合にバックアップを実施します。
②②非実施：非実施： バックアップ実施時に，前回バックアップ時かバックアップ実施時に，前回バックアップ時か

らファイルレジスタの内容が変更されていてもバックアップらファイルレジスタの内容が変更されていてもバックアップ
は行いません。は行いません。

タッチ操作により、下記動作を行います。
・トリガ種別が｢立上り｣の場合：
タッチする事によりGT Designer2のデバイス一覧で設定しているデバ
イスを切り換えることができます。

・トリガ種別が｢時刻｣の場合：
トリガ設定(時刻)画面に遷移します。（次頁参照ください。）

タッチ操作により、下記動作を行います。タッチ操作により、下記動作を行います。
・トリガ種別が・トリガ種別が｢｢立上り立上り｣｣の場合：の場合：
タッチする事によりタッチする事によりGT Designer2GT Designer2のデバイス一覧で設定しているデバのデバイス一覧で設定しているデバ
イスを切り換えることができます。イスを切り換えることができます。

・トリガ種別が・トリガ種別が｢｢時刻時刻｣｣の場合：の場合：
トリガ設定トリガ設定((時刻時刻))画面に遷移します。（次頁参照ください。）画面に遷移します。（次頁参照ください。）

設定後、確定をタッチしてください。設定後、確定をタッチしてください。設定後、確定をタッチしてください。

GOTに接続している
各チャンネル分を設定
できます。

GOTGOTに接続しているに接続している
各チャンネル分を設定各チャンネル分を設定
できます。できます。

（続き）

トリガ種別の設定項目をタッチすると、
トリガ種別の設定内容が変わります。

トリガ種別の設定項目をタッチトリガ種別の設定項目をタッチすると、すると、
トリガトリガ種別の設定内容が変わります種別の設定内容が変わります。。

なし 立上り 時刻
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バックアップを実施する曜日
を選択します。

バックアップを実施する曜日バックアップを実施する曜日
を選択します。を選択します。

曜日、時間を設定後、
タッチします。

曜日、時間を設定後、曜日、時間を設定後、
タッチします。タッチします。

時刻のトリガバックアップの設定方法は、下記の通りです。時刻のトリガバックアップの設定方法は、下記の通りです。

バックアップする曜日の時間を設
定します。

バックアップする曜日の時間を設バックアップする曜日の時間を設
定します。定します。
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本サンプルで使用しているデバイス一覧は、下記の通りとなります。本サンプルで使用しているデバイス一覧は、下記の通りとなります。

必要に応じて、ご変更ください。必要に応じて、ご変更ください。

トリガバックアップ処理中設定番号通知GS657
バックアップエラー通知デバイスGD200
画面切替デバイスGD100ワードデバイス

処理中通知デバイスGB100
トリガバックアップ(Ch No.1)M0ビットデバイス

用 途使用しているデバイス


